
令和７年６月

山形県選挙管理委員会

山形県明るい選挙推進協議会

高校３年生への

【令和６年10月27日執行　第50回衆議院議員総選挙】

選挙についてのアンケート調査結果





１　調査の概要

⑴　目的

⑵　調査対象

⑶　調査時期及び方法

⑷　回答者数
　39校　1,116人　（１校平均　約28人）

【参考】

　前回（令和４年参院選）

　50校　1,651人　（１校平均　約33人）

　前々回（令和３年衆院選）

　46校　1,541人　（１校平均　約34人）

　山形県内の全ての高等学校（57校）の３年生　各学校１クラス程度（50人以内）

　令和６年12月19日に依頼し、PCやスマートフォン等により、山形県電子申請システムに
アクセスの上、令和７年２月28日までに回答していただいた。

　令和６年10月27日に執行された第50回衆議院議員総選挙における本県の投票率は

60.82％を記録し、直近過去４回の国政選挙に引き続き全国第１位となるなど、引き続き高

い数値を記録した。

　一方、10代の投票率は43.37%であり、全体の投票率を17.45ポイント下回ることとなった。

18歳の投票率は54.16％、19歳の投票率は31.74％にとどまっており、令和３年の前回衆

院選と比較すると、18歳では5.04ポイント、19歳では6.24ポイント下降している。

　そこで、今後より一層、若年層の投票率向上のための具体的な啓発の取組に結び付け

るため、山形県選挙管理委員会では、直近５回の国政選挙に引き続き、県内の高校３年

生の投票状況や選挙に対する意識等に関するアンケート調査を実施した。
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２　調査結果の概要

⑴　投票に行ったか・・・問２

○ 「投票に行った」が約７割となっている。

⑵　投票に行った理由・・・問４

○

⑶　誰と投票に行ったか・・・問５

○ 「家族と行った」が約９割となっている。

⑷　投票に行こうと思っていたが、実際には行かなかった理由・・・問７

○

⑸　選挙権を持ったら投票に行くか・・・問12

○ 「投票に行く」が約９割となっている。

⑹　選挙啓発出前講座の受講経験があるか・・・問13

○ 「受講したことがある」が約１割、「受講したことがない」が約６割となっている。

⑺　住民票を異動しなければならないことを知っているか・・・問15

○ 「知っていた」が約７割、「知らなかった」が約３割となっている。

⑻　各種投票制度を知っているか・・・問17，18

○ 期日前投票制度の内容を知っている生徒の割合は、約６割となっている。

○ 不在者投票制度の内容を知っている生徒の割合は、約１割となっている。

⑼　学校での教育の必要性・・・問20

○ 「必要」が約９割となっている。

⑽　投票行動と家族の関係・・・問２，９

○ 家族が投票する場合の生徒の投票率は約９割、家族が投票しない場合の生徒
の投票率は約１割であり、家族の投票行動と生徒自身の投票行動に相関関係
が見られる。

「せっかく与えられた権利だから」、「家族に投票に行くように言われたから」がそ
れぞれ約３割、「政治をよくするためには、投票することが大事だから」が約２割
となっている。

「用事があったから」が約６割、「面倒だった」が約１割となっている。
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３　調査結果

◎　令和６年10月27日投票の衆議院議員総選挙について

問１　あなたは、衆院選の選挙権がありましたか。

R3調査

割合

選挙権があった 678 60.8% 59.6%

選挙権がなかった 438 39.2% 40.4%

無回答 0 0.0% 0.0%

回答数 1,116

問２　あなたは、衆院選で投票に行きましたか。

R3調査

割合

投票に行った 502 74.0% 78.9%

投票に行かなかった 176 26.0% 21.1%

無回答 0 0.0% 0.0%

回答数 678

問３　あなたは、どの方法で投票しましたか。

R3調査

割合

投票日の当日投票 352 70.1% 74.1%

期日前投票 150 29.9% 25.7%

不在者投票 0 0.0% 0.3%

無回答 0 0.0% 0.0%

令和７年６月 回答数 502

　問２で「投票に行った」と回答した生徒に、投票方法を尋ねたところ、「投票日の当日投票」が70.1％、「期日前投
票」が29.9％となっており、R3調査と比較して、期日前投票を利用した生徒の割合が4.2ポイント増加している。

割合回答数

回答数 割合

回答数 割合

　問１で「選挙権があった」と回答した生徒に、今回の選挙で投票したかどうか尋ねたところ、「投票に行った」が
74.0％となっており、R3調査と同様の傾向を示している。

　※ 10月28日までに18歳の誕生日をむかえた生徒までが選挙権を有した。
　選挙権の有無について尋ねたところ、「選挙権があった」が60.8％となっている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問４　衆院選で投票に行った理由は何ですか。

R3調査

割合

当選させたい候補者や応援したい政党あり 17 3.4% 1.9%

政治をよくするには投票することが大事 107 21.3% 19.4%

投票するのは国民の義務 70 13.9% 15.2%

団体、友人、知り合いに頼まれて 2 0.4% 0.4%

家族に言われて 144 28.7% 26.6%

投票日に特に予定がなかった 7 1.4% 1.1%

せっかく与えられた権利 144 28.7% 32.6%

その他 10 2.0% 1.9%

わからない 1 0.2% 0.8%

無回答 0 0.0% 0.0%

回答数 502

【「その他」の内容（一部抜粋）】
・ 選挙権を得て初めての選挙だったから

・ 国を変えたかったから

・ 当選して欲しくない候補者、政党があるから

問５　あなたは、誰と投票に行きましたか。

R3調査

割合

一人で行った 38 7.6% 7.0%

家族と行った 449 89.4% 90.6%

友達と行った 14 2.8% 2.3%

回答したくない 0 0.0% -

その他 1 0.2% 0.0%

無回答 0 0.0% 0.0%

回答数 502

問６　あなたは、衆院選で投票に行こうと思いましたか。

R3調査

割合

思った 79 44.9% 54.1%

思わなかった 97 55.1% 45.9%

無回答 0 0.0% 0.0%

回答数 176

　問２で「投票に行った」と回答した生徒に、投票に行った理由を尋ねたところ、「せっかく与えられた権利だから」と
「家族に投票に行くように言われたから」が28.7％と最も高く、次いで「政治をよくするためには、投票することが大事
だから」が21.3％となっている。

　問２で「投票に行った」と回答した生徒に、誰と投票に行ったかを尋ねたところ、「家族と行った」が89.4％となり、R3
調査と同様の傾向を示している。

　問２で「投票に行かなかった」と回答した生徒に、投票に行こうと思ったかどうか尋ねたところ、「思った」が44.9％、
「思わなかった」が55.1％となっている。

回答数 割合

回答数 割合

回答数 割合

人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0 50 100 150

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問７　衆院選で投票に行こうと思ったが、結果的に行かなかった理由は何ですか。

R3調査

割合

用事があった 44 55.7% 66.3%

病気やケガ 6 7.6% 6.7%

面倒だった 7 8.9% 5.6%

政策や人物がよく分からなかった 5 6.3% 15.7%

投票したい政党や候補者がなかった 3 3.8% 5.6%

投票しても政治は変わらないと思った 3 3.8% 1.1%

投票所の雰囲気がいや 0 0.0% 1.1%

投票所が遠い・わからない 2 2.5% 4.5%

その他 7 8.9% 7.9%

わからない 2 2.5% 3.4%

無回答 0 0.0% 0.0%

回答数 79

【「その他」の内容（一部抜粋）】
・ 受験日と重なったから

・ 投票日・投票時間を間違ったから

・ 家族と一緒に行けなかったから

問８　衆院選で投票に行こうと思わなかった理由は何ですか。

R3調査

割合

用事があった 27 27.8% 24.7%

病気やケガ 0 0.0% 1.1%

面倒だった 14 14.4% 12.4%

選挙にあまり関心がなかった 20 20.6% 23.6%

政策や人物がよく分からなかった 11 11.3% 12.4%

投票したい政党や候補者がなかった 2 2.1% 5.6%

投票しても政治は変わらないと思った 4 4.1% 3.4%

投票所の雰囲気がいや 1 1.0% 1.1%

選挙があることを知らなかった 6 6.2% 3.4%

投票所が遠い・わからない 2 2.1% 3.4%

その他 7 7.2% 4.5%

わからない 3 3.1% 4.5%

無回答 0 0.0% 0.0%

回答数 97

　問６で「思った」と回答した生徒に、結果的に行かなかった理由を尋ねたところ、「用事があったから」が55.7％と最
も高く、次いで「面倒だった」が8.9％となっている。

回答数 割合

回答数 割合

　問６で「思わなかった」と回答した生徒に、その理由を尋ねたところ、「用事があったから」が27.8％と最も高く、次い
で「選挙にあまり関心がなかったから」が20.6％となっている。

0 10 20 30 人

0 10 20 30 40 50 人
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問９　あなたのご家族（あなた以外）は、投票に行きましたか。

R3調査

割合

全員投票に行った 586 52.5% 56.6%

投票に行った者がいる 294 26.3% 26.8%

投票に行った者がいない 63 5.6% 4.8%

わからない 169 15.1% 11.8%

回答したくない 4 0.4% -

無回答 0 0.0% 0.0%

回答数 1,116

問10　あなたは、ご家族（あなた以外）の投票について行きましたか。

R3調査

割合

ついて行った 30 9.4% 13.5%

ついて行かなかった 277 87.1% 82.6%

無回答 11 3.5% 3.9%

回答数 318

問11　あなたは、小さい頃に親の投票について行ったことがありますか。

R3調査

割合

ついて行ったことがある 528 47.3% 45.7%

ついて行ったことがない 588 52.7% 54.3%

無回答 0 0.0% 0.0%

回答数 1,116

問12　あなたは、選挙権を持ったら投票に行くつもりですか。

R3調査

割合

投票に行く 399 91.1% 92.8%

投票に行かない 39 8.9% 7.2%

無回答 0 0.0% 0.0%

回答数 438

　小さい頃に親の投票について行った経験について尋ねたところ、「ついて行ったことがある」が47.3％、「ついて
行ったことがない」が52.7％となっている。

　問１で「選挙権がなかった」と回答した生徒に、選挙権を持ったら投票に行くかどうか尋ねたところ、「投票に行く」が
91.1％となっている。

回答数 割合

回答数 割合

回答数 割合

　回答者の家族の投票状況を尋ねたところ、「全員投票に行った」が52.5％と最も高く、次いで「投票に行った者がい
る」が26.3％となっている。

　問１で「選挙権がなかった」と回答し、問９で「全員投票に行った」又は「投票に行った者がいる」と回答した生徒に、
家族の投票について行ったかどうかを尋ねたところ、「ついて行かなかった」が87.1％となっている。

回答数 割合

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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◎　選挙啓発出前講座について

問13　あなたは、選挙管理委員会等が学校に出向いて、選挙に関する講義や模擬投票を行う出前講座を受講した
　　　ことがありますか。

R3調査

割合

受講したことがある 132 11.8% 23.4%

受講したことがない 623 55.8% 49.3%

わからない 361 32.3% 27.3%

無回答 0 0.0% 0.0%

回答数 1,116

問14　受講したことで投票に行くことに対する意識に変化はありましたか。

R3調査

割合

行くつもりだったので変化はなかった 68 51.5% 52.2%

投票に行きたいと思った 17 12.9% 14.2%

投票に行ってもいいと思った 37 28.0% 29.2%

投票に行かなくてもいいと思った 3 2.3% 1.4%

投票に行きたくないと思った 1 0.8% 0.3%

行かないつもりだったので変化はなかった 5 3.8% 1.9%

その他 1 0.8% 0.8%

無回答 0 0.0% 0.0%

回答数 132

【「その他」の内容】
・ 受講したが何も感じなかった

　選挙管理委員会等が実施する出前講座の受講の有無について尋ねたところ、「受講したことがある」が11.8％、「受
講したことがない」が55.8％となっており、R3調査と比較して、受講経験のある生徒の割合が11.6ポイント減少してい
る。

回答数 割合

回答数 割合

　問13で「受講したことがある」と回答した生徒に、受講による意識の変化について尋ねたところ、「投票に行きたいと
思った」と「投票に行ってもいいと思った」の合計が40.9％となっている。また、「行くつもりだったので変化はなかっ
た」を加えると、92.4％の生徒が投票に行くことに前向きな態度を示しており、R3調査と同様の傾向を示している。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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◎　進学や就職に伴う住民票の異動について

問15　あなたは、住所の異動があった場合、法令上、住民票を異動しなければならないことを知っていましたか。

R3調査

割合

知っていた 753 67.5% 71.3%

知らなかった 363 32.5% 28.7%

無回答 0 0.0% 0.0%

回答数 1,116

問16　あなたが、進学や就職で他の市町村に引っ越すこととなった場合、住民票を異動すると思いますか。

R3調査

割合

異動すると思う 679 60.8% 58.6%

異動しないと思う 180 16.1% 19.0%

その他 7 0.6% 0.6%

わからない 250 22.4% 21.8%

無回答 0 0.0% 0.0%

回答数 1,116

◎　選挙制度について

問17　あなたは、期日前投票制度を知っていますか。

R3調査

割合

制度の内容を知っている 625 56.0% 54.3%

詳しくは知らない 365 32.7% 34.4%

聞いたことがあるが内容は知らない 78 7.0% 7.1%

聞いたこともない 48 4.3% 4.2%

その他 0 0.0% 0.0%

無回答 0 0.0% 0.0%

回答数 1,116

問18　あなたは、不在者投票制度を知っていますか。

R3調査

割合

制度の内容を知っている 146 13.1% 17.5%

詳しくは知らない 283 25.4% 24.9%

聞いたことがあるが内容は知らない 281 25.2% 23.7%

聞いたこともない 406 36.4% 33.9%

その他 0 0.0% 0.0%

無回答 0 0.0% 0.0%

回答数 1,116

回答数 割合

　期日前投票制度を知っているか尋ねたところ、「制度の内容を知っている」が56.0％、「制度があることは知っている
が、詳しくは知らない」が32.7％となっており、合計で88.7％の生徒が期日前投票制度があることを知っており、R3調
査と同様の傾向を示している。

回答数

　進学や就職で他の市町村に引っ越すこととなった場合、住民票を異動するかについて尋ねたところ、「異動すると
思う」が60.8％、「異動しないと思う」が16.1％となっており、R3調査と比較して、住民票を異動する意向を示す生徒の
割合が2.2ポイント増加している。

回答数 割合

回答数 割合

割合

　不在者投票制度を知っているか尋ねたところ、「聞いたことがあるが内容は知らない」が25.2％、「聞いたこともない」
が36.4％となっており、合計で61.6％の生徒が、不在者投票制度の内容を知らず、R3調査と同様の傾向を示してい
る。

　住所の異動があった場合、法令上住民票を異動しなければならないことについて尋ねたところ、「知っていた」は
67.5％、「知らなかった」は32.5％となっている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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◎　学校教育について

問19　あなたは、学校で次の内容の授業を受けたことがありますか。（複数回答）

R3調査

割合

投票方法、選挙の仕組み 842 75.4% -

選挙違反、選挙運動 490 43.9% -

若者の投票率の低さ、選挙の重要性 653 58.5% -

選挙を想定した模擬投票 201 18.0% -

地域や国政について話し合い、意見交換を行う 219 19.6% -

副教材「私たちが拓く日本の未来」を使用 55 4.9% -

その他 3 0.3% -

どれも受けたことがない 124 11.1% -

回答人数 1,116

問20　あなたは、学校で、政治や選挙の重要性を教えることは必要だと思いますか。

R3調査

割合

必要 976 87.5% -

必要ではない 23 2.1% -

わからない 111 9.9% -

その他 6 0.5% -

回答数 1,116

【「その他」の内容（一部抜粋）】
・ 意味がないと思う

・ 教えることは必要だが、選挙へ行くかどうかは本人次第である

・ 学校での教育の際に、ちゃんと話を聞く人はそもそも選挙に行くので、あまり効果的ではない

回答数 割合

　学校で受けたことのある授業について尋ねたところ、「投票の方法や選挙の仕組みを学ぶ授業」が75.4％と最も高
く、次いで「若者の投票率の低さや選挙の重要性を学ぶ授業」が58.5％、「選挙違反や選挙運動を学ぶ授業」が
43.9％の順となっている。

　学校での教育の必要性を尋ねたところ、「必要」が87.5％となっている。

回答数 割合

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0 200 400 600 800 1000 人
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◎　選挙啓発について

問21　県や市町村では、今回の衆院選において様々な投票参加の呼びかけ（選挙啓発活動）を実施しました。
　　　あなたが見たり聞いたりしたもののうち、印象に残っているものや高校生に対して効果的であると思うものは
　　　何ですか。　（複数回答）

R3調査

割合

テレビCM 593 30.8% 58.2%

ラジオCM 34 1.8% 3.2%

新聞広告 93 4.8% 8.8%

YouTube広告 320 16.6% 22.3%

Tver広告 11 0.6% -

X広告 80 4.1% -

Instagram広告 99 5.1% -

啓発ポスター 178 9.2% 25.8%

啓発チラシ 27 1.4% 3.1%

コンビニレジ画面広告 12 0.6% 1.4%

垂れ幕、看板 70 3.6% 9.5%

各種啓発グッズ（ティッシュ等） 4 0.2% 0.5%

のぼり旗 41 2.1% 6.2%

広報車 88 4.6% 11.2%

スーパー等 9 0.5% 1.2%

卓上三角柱POP 0 0.0% -

図書館における関連展示 3 0.2% -

校内放送 67 3.5% 7.2%

県のホームページ 12 0.6% 1.1%

テレビ番組等の呼びかけ 60 3.1% 6.2%

市町村の広報誌 25 1.3% 2.4%

その他 10 0.5% 0.9%

見聞きしなかった 33 1.7% 2.1%

わからない 59 3.1% 4.1%

無回答 0 0.0% 1.8%

回答数 1,928

【「その他」の内容（一部抜粋）】
・ 学校の授業

・ Tiktokでの話題の拡散　※

・ ボートマッチ　※

※　県や市町村では実施していない取り組みだが、アンケートに回答があったもの。

問22　高校生の投票率を向上させるため、あなたが高校生に対して効果的であると考えるものは何ですか。
　　　（自由回答）

【内容（一部抜粋）】
・ インターネット、SNSを活用した呼びかけを行う

・ 授業として投票を行う

・ インターネット投票を可能にする

・ 投票した人に特典がある

・ 政治に関する学習を充実させる

回答数 割合

　印象に残った啓発活動について尋ねたところ、「テレビCM」が30.8％と最も高く、次いで「YouTube広告」が16.6％、
「啓発ポスター」が9.2％の順となっている。

　高校生に効果的と考える啓発活動について、インターネットやSNSを活用した呼びかけを提案する生徒が多く見ら
れた。他には、授業の一環として投票する、インターネット投票を可能にすれば良い、投票した人に何らかの特典が
あると良いのではないかという意見も多くあった。

0 200 400 600 800 人

10 



【参考】　クロス集計

⑴　家族が投票に行く場合に、投票に行った割合…問２・問９

R3調査

割合

投票に行った 479 85.2% 87.4%

投票に行かなかった 83 14.8% 12.6%

回答数 562

⑵　家族が投票に行かない場合に、投票に行った割合…問２・問９

R3調査

割合

投票に行った 2 5.9% 14.3%

投票に行かなかった 32 94.1% 85.7%

回答数 34

⑶　小さい頃に親の投票について行った場合に、投票に行った割合…問２・問11

R3調査

割合

投票に行った 264 80.5% 82.7%

投票に行かなかった 64 19.5% 17.3%

回答数 328

⑷　小さい頃に親の投票について行かなかった場合に、投票に行った割合…問２・問11

R3調査

割合

投票に行った 238 68.0% 75.8%

投票に行かなかった 112 32.0% 24.2%

無回答 0 0.0% -

回答数 350

　問９「あなたのご家族は、投票に行きましたか」において「全員投票に行った」又は「投票に行った者がいる」と回答
した生徒の、問２「あなたは、衆院選で投票に行きましたか」の回答は、「投票に行った」が85.2％となっている。

　問９「あなたのご家族は、投票に行きましたか」において「全員投票に行った者がいない」と回答した生徒の、問２
「あなたは、衆院選で投票に行きましたか」の回答は、「投票に行った」が5.9％となっている。

回答数 割合

回答数 割合

　問11「あなたは、小さい頃に親の投票について行ったことがありますか」において「ついて行ったことがある」と回答
した生徒の、問２「あなたは、衆院選で投票に行きましたか」の回答は、「投票に行った」が80.5％となっている。

　問11「あなたは、小さい頃に親の投票について行ったことがありますか」において「ついて行ったことがない」と回答
した生徒の、問２「あなたは、衆院選で投票に行きましたか」の回答は、「投票に行った」が68.0％となっている。

回答数 割合

回答数 割合

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑸　用事があって投票に行かなかった場合に、期日前投票を知っていた割合…問７・問17

R3調査

割合

制度の内容を知っている 22 50.0% 47.5%

詳しくは知らない 17 38.6% 33.9%

聞いたことがあるが内容は知らない 3 6.8% 11.9%

聞いたこともない 2 4.5% 6.8%

その他 0 0.0% 0.0%

無回答 0 0.0% 0.0%

回答数 44

　問７「衆院選で投票に行こうと思ったが、結果的に行かなかった理由は何ですか」において「用事があったから」と
回答した生徒の、問17「あなたは、期日前投票制度を知っていますか」の回答は、「制度の内容を知っている」が
50.0％、「制度があることは知っているが、詳しくは知らない」が38.6％となっている。

回答数 割合

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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